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ノーマライゼーションへの道程（31）

デンマーク事例 ③ おやさと研究所准教授
　八木　三郎　Saburo Yagi

（前号からの続き）
車のフロントガラスに附置されたタイマーが駐車時間を示

し、どれだけ駐車しているのかが一目でわかる仕組みになって
いる。ただし、障害者用駐車許可証を持つ車は必ずしもこの限
りではなく、駐車時間を超過しても大目に見て、罰則は科さな

いとのことである。
施設内の駐車場の
調査を実施してい
るときに罰金を科
せられた（写真７）
不正駐車の事例が
1 件あった。これ
は、障害者用スペー
スに駐車したので

はなく、人々の通行に妨げのあるところに駐車したため違反と
なった事例で、反則金は 590 クローネである。

一般道路に設置されている障害者用駐車スペースも駐車可能
の時間帯が表示され、利用する際にはそれに従うことになって
いる。

また、デンマークでは適正駐車をはかる取組として、新聞な
どで障害者用駐車場の啓発記事を記載している。図１は、2012
年 10 月から 2013 年の４月までに不正駐車で違反した件数が

290 件あったことを新聞に掲載したものである。　　　
図２は、2014 年 4 月からは罰金が 510 クローネから 1,020

クローネ（日本円：20,400 円）に上がったことを新聞で市民
に告知し、不正駐車をしないように啓発を行うなど随時適正利
用に向けた取り組みをマスメデイアが行っている。

駐車スペースの幅員については、2010 年に定められた法律
「Anvisning on Bygningsreglement 2010」（図３）によって、
乗用車など一般的に横から乗降する車両のスペースの場合は、
幅が 3.5㍍、後ろのドアより乗降する車両については 4.5㍍と
定められている。

駐車許可証については、必要な者がホームドクターの診断書
を添付してデンマーク障害者協議会の窓口に申請し、交付され
るシステムになっている。この許可証は一時的に必要になった
者は 1 年、障害が常態化している者については 10 年ごとに更
新する仕組みになっている。この駐車許可証は、1998 年に欧
州連合（European Union）で考案された EU 共通の駐車許可
証である。青色であるためブルーバッチと呼ばれている。この
許可証を所持する障害者は、EU 諸国を訪問する際にも障害者
用駐車スペースを利用できる権利を与えられている。ただし、
国によって利用に関する制限（利用時間等）もあるため若干の
相違がある。デンマークもこの許可証の加盟国となっている。
そのため、外国人であってもこの許可証を必要とする者につい
ては、手続きをすれば交付される。デンマークの自治体と障害
者協議会で許可証の所持者を常に管理し、不正所持を防止して
いる。

デンマークでは、障害者用駐車スペースを利用する権利はこ
の許可証が全てである。この許可証を持っていれば障害者用駐
車スペースに駐車が可能であり、許可証のない場合は車いすの
当事者であっても違反となる。また、利用者は必ずしも障害者
本人とは限らない。許可証の提示があれば障害がある、ないは
問題にしないとのことである。

わが国との比較

日本では、2006 年に従来の交通バリアフリー法とハートビ
ル法を統合した「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に
関する法律」（通称バリアフリー法）のなかで、高齢者、障害

図１　新聞掲載：違反件数

図２　罰金の値上げ

図３

写真７　罰金事例
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する者ばかりではない。バリアフリー法で定められている障害
者用駐車スペースは、あくまでも車いす使用者の乗降に必要な
ドアの完全開閉のできる幅を必要とする駐車スペースである。

しかし、わが国の障害者用駐車スペースの利用実態は許可証
の有無に関係なく、先着順で空いていれば駐車する事例が後を
絶たず、当事者が駐車できないというのが現状である。

罰則規定を法制化し、適正利用できるように運営・管理して
いるデンマークと、利用対象者には駐車許可証を発行するもの
の、罰則規定を設けておらず、不正駐車を防止できていない日
本とのシステムの相違は明らかである。

わが国では不正駐車の車が後を絶たず、利用をめぐってのコ
ンフリクトが各地で生起している。人々のモラルに働きかける
看板表示があるものの、あまり効果は見られない。

近年の新たな試みとして「パーキングパーミット」という利
用者登録制を導入している施設もある。また、大型商業施設で
は機械で利用者を管理するシステムも採用されている。しかし、
すべての障害者用駐車スペースに導入できるものではなく、不
正駐車防止への最善の解決策にはなっていない。

今後の課題

今回調査したデンマークでは、施設内における駐車スペース
設置のあり方はほぼ日本と同様であるが、運用面での仕組みが
大きく異なっていた。それは罰則規定が法制化されていること
である。その罰則規定がないわが国ではいかにして適正利用を
はかるのか、これは大きな課題である。現段階では、利用上で
の注意喚起や啓発活動、あるいは不正駐車を防止する警告文書
等を含めて人々のモラルにいかにして効果的に働きかけていく
のかである。加えて、民間施設内に設置された障害者用駐車ス
ペースの罰則規定の是非の論議も不可欠である。要は、いかに
して適正利用を図る社会システムを構築するかである。

デンマークの法的根拠の詳細も含め、適正利用に向けたシ
ステムについて実態を調査したが、現地に居住し、生活者の
視点で当事者の声はどうなのかを今後更に明らかにしていき
たい。

者の日常生活および社会生活を確保できるよう様々な建築物の
バリアフリー化を定めている。とりわけ、本研究で対象とする
障害者用駐車スペースについては、その設置に関して車いす使

用者が乗降の際、ドアが完全に
開閉できるよう駐車スペースの
幅を 3.5 ｍ以上と定めている。

また、2001 年に改正された「道
路交通法」では身体障害者標識

（図４）が新たに導入されている。
これは、肢体不自由であるこ

とにより運転免許に条件を付加
された者（アクセル・ブレーキ

は手動式等）が運転する場合にその車両に表示することを定め
ている。この標識を表示する車両の運転に、割り込み、幅寄せ
等を他の車両が行った場合に罰金の対象となる。

近年、わが国では国際シンボルマーク（図５）を雑貨店など
で安価で購入し車いすマークを車両の後部に貼付し、障害者用
駐車スペースに不正駐車するケースが少なくない。何のための
マークであるのか、誰のた
めの駐車スペースなのかが
まったく理解されておら
ず、嘆かわしい不正駐車が
横行し、常態化しているの
がわが国である。このマー
クは障害者（主に車いす使
用者）が利用できる建築物、
施設を意味する世界共通の
ものであり、障害者用駐車
スペースに車をとめることができる、あるいは駐車禁止を免れ
る効力があるものでは一切ない。障害者用駐車スペース自体は、
バリアフリー法を根拠に、車いす使用者を対象に設けられた施
設である。

しかし、法律で施設内に駐車スペースの設置は義務付けては
いても、車いす使用者の利用権を確保するため、駐車時の許可
証などは義務付けてはいない。

現在、障害者用駐車スペースを利用する車いす使用者は、都
道府県が発行する図６に示す「駐車禁止除外指定車標章（歩行
困難者）」（以下標章）を駐車する際に提示している。この標章
は、居住地の公安委員会にその利用対象となる身体障害者手帳、
戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の所持者、
その他一定以上の障害を有する者が申請できることになってい
る。申請者本人が運転もしくは同乗する場合に路上に停めても
駐車禁止にならないというものである。

障害者用駐車スペースを利用する際に慣例的にこの標章を車
のフロントガラスに提示して駐車している。この標章の所持者
は必ずしも車いす使用者とは限らず、また 3.5 ｍの幅を必要と

図４　身体障害者標識：
四つ葉マーク

図５　国際シンボルマーク

図６　駐車禁止除外指定車標章


